
一
頁

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
条
の
前
の
見
出
し
中
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
」
を
「
三
歳
以
上
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
附
則
第
八
条
第
四
項
中
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
」
を
「
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前

特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
」
に
、
「
六
歳
」
を
「
九
歳
」
に
、
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
」
を
「
三
歳
以
上
小
学
校
第
三

学
年
修
了
前
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
支
給
及
び
額
の
改
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
改
正
後
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い

う
。
）
附
則
第
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
七
条
第
一
項
（
新
法
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
新
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給



二
頁

付
の
支
給
は
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
月
か
ら
始
め
る
。

一

平
成
十
六
年
四
月
一
日
に
お
い
て
現
に
新
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て

、
同
日
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
養
育
す
る
同
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
三
歳
以
上
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
（
以

下
「
三
歳
以
上
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。
）
の
す
べ
て
が
、
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月

三
十
一
日
を
経
過
し
、
九
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
以
下
「
小
学
校
就
学

後
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

平
成
十
六
年
四
月

二

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
に
至
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
養
育
す
る
三
歳
以
上
小
学

校
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
の
す
べ
て
が
小
学
校
就
学
後
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
で
あ
る
も
の

そ
の
者
が
同
項
の
給

付
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
法
附
則
第
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
新
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
の
額
の



三
頁

改
定
は
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

月
か
ら
行
う
。

一

平
成
十
六
年
四
月
一
日
に
お
い
て
現
に
小
学
校
就
学
後
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
新
法

附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
の
額
が
増
額
す
る
こ
と
と
な
る
に
至
っ
た
者

同
月

二

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
小
学
校
就
学
後
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
を
養
育
す
る
こ

と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
新
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
の
額
が
増
額
す
る
こ
と
と
な
る
に
至
っ
た
者

当
該
小
学
校

就
学
後
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

第
三
条

前
条
の
規
定
は
、
新
法
附
則
第
八
条
第
一
項
の
給
付
に
係
る
支
給
及
び
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
附
則
第
七
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
第
四
項
」
と
、
「
附
則
第
七
条
第
一
項

」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
第
一
項
」
と
、
「
同
項
第
一
号
イ
」
と
あ
る
の
は
「
新
法
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
イ
」

と
、
前
条
第
二
項
中
「
附
則
第
七
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
第
四
項
」
と
、
「
附
則
第
七
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
附
則
第
八
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



四
頁

理

由

我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の
進
行
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
子
育
て
を

行
う
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
に
係
る
特
例
給
付
の
支
給
期
間

を
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
ま
で
延
長
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


